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アマチュア実践とインフォーマル学習の視座によるメディア研究 

１．はじめに 

2000 年代中頃より，デジタルメディア環境の発達とともに「アマチュア」に対する関心

が高まってきた。たとえば，チャールズ・リードビーターらは「プロアマ」の概念を提唱

し，音楽やゲーム，ソフトウェア開発など多くの領域において「専門家としての水準に達

するほどに革新的かつ献身的でネットワーク化されたアマチュア」が，経済や政治に多大

なインパクトを与える事例を報告している（Leadbeater & Miller 2004)。これまでレジャ

ーは「消費」と関連づけて理解されることが多かったが（e.g. Veblen 1899），アマチュアた

ちはインターネットなどを活用しつつ，情報の「生産」やコンテンツの「制作」にも関与

する点で，オルタナティブなレジャーのあり方を示している。 

アマチュアに関する研究は，文化研究とメディア研究の交差地点でそれなりの蓄積を見

せている。だが，本研究では，こうした先行研究がアマチュアの可能性と限界を理解する

うえで――アマチュアを理想化しているという――理論的な課題を抱えていることを確認

する。そのうえで，主に教育・学習研究で用いられてきた「インフォーマル学習」の視座

を提案し，アマチュア研究の課題を乗り越える理論的な足がかりとしたい。 

 

２．アマチュア実践のメディア研究：その系譜 

2.1. 「アマチュアリズム」の研究 

アマチュアに関する文化研究・メディア研究の特徴は，デジタルメディアの普及にとも

なってアマチュアの実践が興隆と主張している点にある。前述したリードビーターらのほ

かにも，アクセル・ブランズ（Bruns 2008）やヨハイ・ベンクラー（Benkler 2006），ヘ

ンリ－・ジェンキンス（Jenkins 2006）といった論者が挙げられる。彼らは Linux に代表

されるオープンソースソフトウェア開発や，Wikipedia のような集合知生成を事例に挙げ，

Web2.0の技術でつながったアマチュアたちがイノベーションを引き起こすと主張する。 

彼らは，社会にインパクトを与えるようなアマチュアを理想化し，記述する。専門家／

非専門家，送り手／受け手，生産者／消費者の中間的な位置で，デジタルメディアを活用

しながら専門家社会の硬直性を乗り越える主体としてアマチュアを捉えている。そうした

思想的立場は，アマチュア主義＝アマチュアリズム（飯田 2013）である。 
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2.2. アマチュアリズムからアマチュア実践の研究へ 

だが，こうしたアマチュアリズム研究に対する批判は多い。たとえば Cultural Studies

誌は 2011年に「Rethinking Convergence/Culture」という特集を組み，ジェンキンスの議

論に対する批判が集められている（e.g. Couldry 2011）。それによればジェンキンスは一部

の特に熱心なアマチュア（アマチュアリズムに合致するアマチュア）の事例を，あたかも

アマチュア全般の傾向であると過度に一般化している。社会にレジャーの実践者，アマチ

ュアたちが数多く存在するなかで，デジタルメディアを活用するだけで「アマチュアリズ

ムに合致するアマチュア」が登場するとは考えにくい。 

先行研究の課題を乗り越えるためには，現実のアマチュア実践は多様であり，その多様

さがいかに生じているのか，そのなかでアマチュアリズムに合致するアマチュアがいかに

特殊な存在であるのかを明らかにする必要がある。では，どのようにしてこうした方向性

の研究を進めていくことができるだろうか。 

 

３．知識・スキルのインフォーマル学習という視座 

3.1. メディアリテラシーとしての知識・スキル 

アマチュア実践の多様さを理解するための視座として，まずメディアリテラシーとして

の知識・スキルに注目することができる。デジタルメディアにアクセスすることができて

も，メディアリテラシーによって活用の仕方が異なることは「第二次デジタルデバイド」

研究などが指摘してきた（Hargittai 2002）。デジタルネイティブと呼ばれがちな若者のな

かでも，用いる知識・スキルによって制作できるコンテンツの種類が異なる（Guerrero-Pico 

et al. 2019）。アマチュア実践も，用いられる知識やスキルによって実践の内実は多様であ

ることは想像に難くない。 

 

3.2. 実践に埋め込まれたインフォーマル学習 

アマチュア実践における知識・スキルに注目したうえで問題となるのが，それがどこで

学習されるのかという点である。それによって，「学習過程の差異→知識・スキルの差異→

アマチュア実践の差異」という連関のなかで，アマチュア実践の多様性がいかに生み出さ

れているのかを理解できる。 

学習過程といった場合，学校や公教育が想定されることも多いが，アマチュア実践の場

合には，むしろ実践に参加しながら知識・スキルが学ばれると想定するのが自然である。

音楽をつくりながら音楽のつくりかたを学んだり，ファンをしながらファンとしての楽し

み方を学んだりする。こうした学習過程のことを，教育・学習研究では「インフォーマル

学習」と呼ぶ（Meyers et al. 2013）。インフォーマル学習は「仕事，家庭，生活，余暇に関

連した日常の活動の結果としての学習」（山内 2013: 189）と定義されており，活動のなか

に埋め込まれた学習への注目を促す。アマチュア実践のなかに知識やスキルをインフォー
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マル学習する機会がいかに埋め込まれているか研究の焦点となる。 

 

3.3. アマチュア実践におけるインフォーマル学習の布置 

では，実際にアマチュア実践のなかにはどのようなインフォーマル学習の機会が埋め込

まれているのだろうか。それに注目することで，アマチュア実践の多様性がいかに生み出

されていることが分かるだろうか。 

学習機会の具体例として先行研究よって取り上げられているのが，指南書や教則本とい

ったアマチュア向け学習メディアである。鈴木麻紀は，1920―30 年代の日本における「漫

画の描き方本」の出版に注目し，「漫画を読み描きする能力，リテラシーが一般化していき，

「漫画を描く読者」が集合として存在していた」（鈴木 2018: 239）事態を記述している。

鈴木は，岡本一平による『新漫画の描き方』（1928）といった「漫画の描き方本」や，『漫

画の国』（1935―）といった通信講座の機関誌の存在を挙げ，漫画を描く読者の増加や一般

化を裏付けている。 

鈴木 (2018) はアマチュア実践における学習機会に注目した先駆的な研究である。その一

方で，インフォーマル学習の視座からは精査すべき課題を残している。鈴木が取り上げた

「漫画の描き方本」は，鈴木の記述によれば，美術における美術学校のような専門教育機

関の代替物として出版されたものであった（鈴木 2018: 229）。あるいは，雑誌『漫画の国』

は，日本漫画研究会の機関誌であり「アマチュアの漫画家志望者同士が交流を図り，そこ

で漫画家集団結成も試みられていた」（鈴木 2018: 238）という。では，ここでいう専門教

育の代替物を享受する読者や，「アマチュアの漫画家志望者」たちは，一般的な「漫画を描

く読者」と言うことができるだろうか。鈴木 (2018) からは情報を得ることができないが，

「プロに至るまでの見習い」としてのアマチュアと，ふつうの人々としてのアマチュアは

別の類型として考えるのが自然である（Fast et al. 2016）。さらに『漫画の国』が「一般誌」

ではなく「機関誌」であるという事実は，『漫画の国』がリテラシーの「一般化」に関する

事例として適切であるか疑問の余地を残す。たとえば，丸山宏は明治期における朝顔雑誌

は同好会の機関誌であり，一般的な読者を対象にした園芸雑誌とは性格が異なると指摘し

ている（丸山 1994）。 

インフォーマル学習の視座を活かすならば，指南書や教則本がどのようなアマチュア実

践に埋め込まれ，そのなかでいかなる知識・スキルの学習を可能にしていたのかが問われ

る必要がある。プロになるための見習いたちにとっての学習なのか，それとも，余暇のひ

とときに漫画を描いてすごす人にとっての学習なのか。こうした点に注目することで，ア

マチュア実践の多様性がどのように生み出されていくのかをより精確に理解できるだろう。 

 

４．おわりに 

本研究は，アマチュアの理想化に陥りがちな文化研究・メディア研究の課題を乗り越え
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るために，アマチュア実践に埋め込まれたインフォーマル学習の視座が有用ではないかと

提案した。ただ，あくまで理論的な提案にとどまっており，経験的な実証作業には至って

いない。アマチュアリズムに合致するアマチュアとその他のアマチュアのあいだに，イン

フォーマル学習の観点からどのような差異が見いだせるのかといった議論は今後の課題と

して進めていきたい。 
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